
解 答 と 解 説

誘導性リアクタンス���Ω�

は，電源の周波数��Hz�に比例する

問題1.一般問題の解答

1.ロ.32

第1図において，8Ωに流れている電流が2

Aであるから，両端の電圧は，2×8＝16�V�で

ある．並列に接続されている4Ωに流れる電流

は，16/4＝4�A�である．4Ωが直列に2個接続

されている部分に流れる電流は，16/(4＋4)＝2

�A�である．

回路全体の電流は，2＋2＋4＝8�A�となるの

で，電圧計 の指示値は，8×4＝32�V�となる．

2.ニ.5

コイルの誘導性リアクタンス���Ω�は，コイ

ルの自己インダクタンスを��H�，電源の周波

数を��Hz�とすると，次式で表される．

��＝2π���Ω�

このことから，

ことがわ

かる．

第2図(ａ)において，コイルに100V，50Hz

を加えたときの誘導性リアクタンス�����Ω�は，

����＝
�
���
＝
100
6 �Ω�

同じコイルに100V,60Hzを加えたときの

誘導性リアクタンス�����Ω�は，

����
����

＝
60
50

����＝
60
50×����

＝
60
50×

100
6＝

100
5＝20�Ω�

したがって，コイルに100V,60Hzを加えた

ときに流れる電流����A�は(第2図(ｂ))，

���＝
�
����

＝
100
20＝5�A�

3.ロ.断面積5.5�mm��，長さ10�m�

第3図の導線の抵抗値��Ω�は，次の式で表

される．

�＝ρ
�
�
�Ω�

このことから，抵抗率が同じならば，導線の

抵抗値は，導線の長さに比例して大きくなり，

断面積に反比例して小さくなる．

また，導線の断面積��mm��は，直径を�

�mm�とすると，次の式で計算できる．

�＝π
�
2
�＝π��4 �mm��

直径2.6mmの銅導線の断面積��mm��は，

�＝
3.14×2.6�

4 ≒5.3�mm��

である．

この導線は，ロとほぼ等しい断面積で，長さ

が10mで等しいことから，抵抗値が最も近い．

イは断面積が2mm�で，長さが20mである

第 1図

第 2図

第 3図
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許容電流＝ の許容電流

×電流減少係数

ので，(20/10)×(5.3/2)＝5.3�倍�である．

ハは，断面積が8mm�で，長さが5mである

ので，(5/10)×(5.3/8)≒0.33�倍�である．

ニは，断面積が8mm�で，長さが10mであ

るので，(10/10)×(5.3/8)≒0.66�倍�である．

4.ニ.72.0

第4図において，接続点の接触抵抗による電

力��kW�は，

�＝���＝10�×0.2＝20�W�＝0.02�kW�

1時間に発生する熱量��kJ�は，

�＝3600��＝3600×0.02×1＝72�kJ�

5.ハ.9.6

第5図において，1相のインピーダンス�

�Ω�は，

�＝ 8�＋6�＝ 64＋36＝ 100＝10�Ω�

相電流��A�は，

�＝
200
10＝20�A�

電力を消費するのは，抵抗だけである．8Ωが

3個あるので，全消費電力��kW�は，

�＝3���＝3×20�×8＝9600�W�

＝9.6�kW�

あるいは，次のようにして求めてもよい．

線電流���A�は，

��＝ 3�＝ 3×20＝20 3�A�

力率cosθは，

cosθ＝
�
�
＝
8
10＝0.8

全消費電力��kW�は，

�＝ 3����cosθ

＝ 3×200×20 3×0.8＝3×4000×0.8

＝9600�W�＝9.6�kW�

6.ハ.104

負荷が平衡しているので，中性線には電流が

流れなく，電圧降下を生じない．電源からa-b

間までの電圧降下��V�は，

�＝��＝10×0.1＝1�V�

a-b間の電圧����V�は，

���＝105－�＝105－1＝104�V�

7.ニ.3���

三相3線式電線路の電力損失は，電線1本分

の3倍となる．電線1線当たりの抵抗が��Ω�，

線電流が��A�のときの電力損失���W�は次

のようになる．

��＝3����W�

8.ロ.24

電技解釈第146条(低圧配線に使用する電線)

による．

直径 600 ビニル絶縁電線2.0 Vmm

の許容電流は35Aである(周囲温度30℃

以下)．

この電線3本を金属管に収めた場合の電流減

少係数は0.7であるので，許容電流は次のよう

にして求める．

＝35×0.7＝24.5�A�→24A

(小数点以下1位を7捨8入する)

9.ハ.��30 ��65

電技解釈第148条(低圧幹線の施設)による．

電動機の定格電流の合計���A�は(第6図)，

��＝10＋10＝20�A�

電熱器の定格電流の合計���A�は，

��＝5�A�

��＞��，��≦50であるから，幹線の許容電流

���A�は，

��≧1.25��＋��＝1.25×20＋5＝30�A�

幹線を保護する過電流遮断器の定格電流��

�A�は，幹線の許容電流を30Aとすると，

��≦3��＋��＝3×20＋5＝65�A�

��≦2.5��＝2.5×30＝75�A�

第 4図

第 5図

の (軟銅

線)

６０ Vビニル絶縁電線０

発生する熱量
Q〔kJ〕

接続点の接触抵抗
0.2Ω

10A 1時間
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20A 1.6mm以上 20A以下

30A 2.6mm(5.5mm�)

以上

20A以上

30A以下

から，65A以下となる．

10.イ.

電技解釈第149条(低圧分岐回路等の施設)に

よる．

低圧屋内配線の分岐回路では，配線用遮断器，

電線の太さ，コンセントの組み合わせは，第1表

のようになる．

ロは，定格電流30Aコンセントは接続でき

ない．ハは，2.0mmの電線は接続できない．ニ

は，定格電流15Aのコンセントは接続できない．

11.ロ.600�W�の電気がま

公称断面積0.75mm�のゴムコード(絶縁物

が天然ゴムの混合物)の許容電流は7Aであ

る．接続できる電熱器具の最大消費電力は，

100×7＝700�W�となる．

12.ニ.回転速度が増加する．

三相誘導電動機の無負荷時の回転速度は，ほ

ぼ同期速度に等しい．

同期速度���min���は次式で示され，周波数

に比例する．

��＝
120�
�
�min���

�：周波数�Hz� �：極数

したがって，60Hzで無負荷運転すると，50

Hzの場合より回転速度が増加する．

13.ロ.配線用遮断器を集合して設置するの

に用いる．

アウトレットボックスは第7図に示すもの

で，配線用遮断器を集合して設置するものでは

ない．

14.イ.やすり，金切りのこ，パイプベンダ

�金切りのこ」で金属管を切断し，「やすり」

で切断面を仕上げる．「パイプベンダ」を用いて

金属管を曲げる(第8図)．

15.ニ.硬質塩化ビニル電線管の曲げ加工に

用いる．

ガス

トーチランプで

硬質塩化ビニル電線管を曲げる場合に，

加熱して軟化させる．

16.イ.絶縁抵抗計

絶縁抵抗を測定する絶縁抵抗計である．目盛

板に絶縁抵抗の単位である「MΩ」が見える．

17.イ.蛍光灯の放電を安定させるために用

いる．

ラピッドスタート形蛍光灯に用いられる安定

器である(銘板にFLRと記入されている)．ラ

第 1表 分岐回路

配線用遮断器

の定格電流

電線の太さ コンセント

の定格電流

40A 8mm�以上 30A以上

40A以下

50A 14mm�以上 40A以上

50A以下

第 7図 アウトレットボックス

第 8図 金属管用工具

金切りのこ

やすり

パイプベンダ

第 6図

（軟銅線）
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管の長さが4m以下のものを，乾燥し

た場所に施設する場合

合成樹脂管内では，電線に接続点を設けてはな

らない．

金属板を十分に切り開き，耐久性のある絶縁管

に収めるか耐久性のある絶縁テープを巻いて，

金属板と電気的に接続しないように施設しなけ

ればならない．

ピッドスタート形蛍光灯の回路は，第9図のよ

うになっており，スイッチを入れてから約1秒

で点灯する．

18.ニ.住宅でスイッチやコンセントを取り

付けるのに用いる．

合成樹脂製のスイッチボックスで，住宅の

VVFケーブル配線工事に使用され，スイッチ

やコンセントを取り付けて収める．

19.ニ.三相3線式200V の金属管工事

で，電線を収める管の全長が10m の金属管

電技解釈第29条(機械器具の金属製外箱等の

接地)第158条(合成樹脂管工事)第159条(金

属管工事)による．

三相3線式200Vは対地電圧が150Vを超

えるので，管の長さが4mを超える場合は，D

種接地工事を省略できない．

使用電圧が300V以下の金属管の接地工事

については，次のように規定されている．

･D種接地工事を施す．
(省略できる場合)

イ.

ロ.対地電圧が150V以下の場合におい

て，管の長さが8m以下のものに簡易

接触防護措置を施すとき又は乾燥した

場所に施設するとき

20.ロ.合成樹脂製可とう電線管(PF管)内

に，電線の接続点を設けた．

電技解釈第158条(合成樹脂管工事)により，

21.ハ.ケーブル工事とし，貫通部分の金属

板張りの外壁を十分に切り開き，600Vビニル

絶縁ビニルシースケーブルを合成樹脂管に収め

て電気的に絶縁し貫通施工した．

電技解釈第145条(メタルラス張り等の木造

造営物における施設)による．

金属管工事，金属可とう電線管工事，ケーブ

ル工事で，金属板張りの外壁を貫通する場合は，

22.イ.簡易接触防護措置を施してない(人

が容易に触れるおそれがある)場所に施設する

ライティングダクトの電路

電技解釈第36条(地絡遮断装置の施設) 第

165条(特殊な低圧屋内配線工事)による．

ライティングダクトに簡易接触防護措置を施

してない場合は，ダクトの導体に電気を供給す

る電路には，漏電遮断器を施設しなければなら

ない．

使用電圧が60V以下の小勢力回路の電路や

乾燥した場所に施設した機械器具に電気を供給

する電路には漏電遮断器を省略できる．

23.ハ.1種金属製線ぴによる金属線ぴ工事

電技解釈第166条(低圧の屋側配線又は屋外

配線の施設)による．

低圧の屋側配線又は屋外配線は，使用電圧

300V以下の場合，展開した場所及び点検でき

る隠ぺい場所では，がいし引き工事，合成樹脂

管工事，金属管工事，金属可とう電線管工事，

バスダクト工事，ケーブル工事のいずれかによ

り施設しなければならない．

24.イ.絶縁耐力試験

一般用電気工作物の工事が完了したときに，

一般に行う検査は第2表のとおりで，絶縁耐力

試験は行わない．

25.ニ.交流電流計の測定範囲を拡大する．

変流器(第10図)は，交流回路の大きな電流を

第 9図 ラピッドスタート形蛍光灯

第 10図 変流器

・ ・

・
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5本

300V以下
その他 0.2MΩ以上

小さな電流に変流して，交流電流計に接続して

測定範囲を拡大する．

26.ニ.0.2�MΩ� 300�Ω�

電技第58条(低圧 電路の絶縁性能)，電技解釈

第17条(接地工事の種類及び施設方法)・第29条

(機械器具の金属製外箱等の接地)による．

三相3線式200Vの配線は，使用電圧が200

Vで対地電圧が200Vであるから，絶縁抵抗値

は0.2MΩ以上となる(第3表)．

接地工事の種類は，使用電圧が300V以下で

あることから，D種接地工事である．施設され

た漏電遮断器の動作時間が0.5秒以内であるの

で，接地抵抗値は500Ω以下になる．

27.ハ.電圧計，電流計，電力計

単相交流負荷の力率cosθ�%�は，電圧�

�V�，電流��A�，消費電力��W�がわかれば，

次のように計算して求めることができる．

cosθ＝
�
��
×100�%�

28.ロ.配電盤を造営材に取り付ける作業

電気工事士法第3条(電気工事士等)，施行令

第1条(軽微な工事)，施行規則第2条(軽微な

作業)による．

イ.ハ.ニの工事は，いずれも軽微な工事に

該当し，電気工事士の資格がなくても従事する

ことができる．

29.ニ.(PS)Eの記号は，輸入した特定電気

用品を示す．

(PS)Eは，特定電気用品以外の電気用品を示

す記号である．

30.イ.高圧で受電するものは，受電電力の

容量，需要場所の業種にかかわらず，すべて一

般用電気工作物となる．

電気事業法第38条，施行規則第48条(一般

用電気工作物の範囲)による．

一般用電気工作物は，次に該当するものである．

①低圧(600V)以下で受電し，同一の構内で

使用するもの．

②火薬類を製造する事業所，石炭坑を除く．

③小出力発電設備(第4表)を設置するものも

含む．

問題2.配線図の解答

31.イ.

ロは配電盤，ハはOA盤，ニは制御盤の図記

号である．

32.ハ.5

VVF用ジョイントボックスからスイッチ

「イ」「ロ」「ハ」に至る部分を複線図で表すと，

第11図のようになる．

非接地側電線1本

電灯「イ」へ1本

電灯「ロ」へ1本

他の3路スイッチ「ハ」へ2本

33.ロ.VVF用ジョイントボックス

は，VVF用ジョイントボックスを表す．

34.ロ.プルスイッチ

第 3表 低圧電路の絶縁性能

電路の使用電圧の区分 絶縁抵抗値

対地電圧150V以下 0.1MΩ以上

300Vを超える 0.4MΩ以上

第 4表 小出力発電設備

発電設備 出 力

太陽電池発電設備 50kW 未満

風力発電設備 20kW 未満

水力発電設備

内燃力発電設備 10kW 未満

燃料電池発電設備

スターリングエンジ

ン発電設備

複数発電設備の合計 50kW 未満

第 2表 一般用電気工作物の竣工時の検査

検査項目 内 容

目視点検 施設状況を点検する．

接地抵抗測定 接地抵抗を測定する．

絶縁抵抗測定 絶縁抵抗を測定する．

導通試験 回路計等で配線が正しく行
われているかを試験する．

通電試験 実際に電気を通して，照明
器具が正常に点灯するか，
電気機器が正常に動作する
か等を試験する．

の
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の図記号は，プルスイッチを表す．

35.イ.0.1

電技第 58条(低圧の電路の絶縁性能)による．

分岐回路 は，使用電圧が 200Vであるが，

1φ3W 100/200Vを電源として，対地電圧が

10V以 のため，絶縁抵抗値は0.1MΩ以上で

ある．

36.ニ.過電流と地絡電流を遮断する．

は，過負荷保護付漏電遮断器(第12図)で

あり，過電流や地絡電流が流れると回路を遮断

する．

37.ロ.

イは定格 20A125V，ハは定格 15A250V，

ニは定格 15A125Vである．

38.ハ.WP

防雨形コンセントを示す傍記表示は，WP

(Water Proof)である．

39.イ.袋打ゴムコード 0.75�mm��

電技解釈第 170条(電球線の施設)による．

電球線の断面積は 0.75mm�以上であり，ビ

ニルコードは認められていない．

40.ロ.引掛シーリング(丸)

は，丸形の引掛シーリングを表す．

41.ハ.

は，15A125V接地極付接地端子付 1

口コンセントを表す．

42.ハ.

は，小形変圧器を表す．

43.ハ.

は，電力量計を表す．

44.ニ.

コンセントの電圧を測定する計器は，回路計

である．

45.ニ.

��で示すジョイントボックス内で使用する差

込形コネクタの種類と個数は，2本用 1個，3本

用 1個，4本用 1個である(第13図)．

46.イ.

��で示すジョイントボックス内では，1.6

mmの 4本接続が 2箇所で，小スリーブを 2個

使用する(第13図)．

47.イ.

IV1.6(PF28)と記載されているので，合成

樹脂製可とう電線管(PF管)である．

48.ロ.

は，埋込器具(ダウンライト)を表す．

49.ロ.

リングスリーブ用の圧着工具は，柄が黄色の

専用の工具を使用する．

50.ニ.

この配線図には，4路スイッチが使用されて

いない．イは確認表示灯内蔵スイッチで，図記

号は である．ロは位置表示灯内蔵スイッチ

で，図記号は である．ハは 路スイッチで，

図記号は である．

第 12図 過負荷保護付漏電遮断器

第 13図

第 11図

5 下

3

3
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